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（D-3-1-76） 

 

 

DVD 「本人視点から学ぶ認知症看護 Vol.02 

     身体拘束を予防できますか？」 

 

医学映像教育センター / ４０分 / ２０２５年 

 

術後の血管性認知症が疑われる患者の事例を用いて、せん妄の

理解や身体拘束について解説。患者の視点を通じて、その状態や

心理を理解し、身体拘束の回避や認知症が疑われる患者への適

切なケアの一例を解説する。 

  

 

（D-13-1-101） 

 

DVD 「ぼくが生きてる、ふたつの世界」 
 

アイ・ピー・アイ / １０５分 / ２０２５年 

 

宮城県の小さな港町、耳のきこえない両親のもとで愛情を受けて

育った五十嵐大。幼い頃から母の“通訳”をすることも“ふつう”

の楽しい日常だった。しかし次第に、周りから特別視されること

に戸惑い、苛立ち、母の明るさすら疎ましくなる。心を持て余し

たまま２０歳になり、逃げるように東京へ旅立つが…。 

新着 DVD・

図書の紹介 
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（A2661-645） 

「認知症の方と意思疎通が取れる 介護シーン別 

 ユマニチュード式「話し方・行動」実践編」  
 

本田 美和子 著, イヴ・ジネスト 監修 / 講談社 

 

わたしたちが見ている「今」ではなく認知症の方が見ている「今」に

飛び込み、ご本人の不安な気持ちを取り除く技術を「介護シーン別」

に徹底解説。困ったときにすぐ調べられて対処法がわかる、忙しい介

護シーンでも使いやすい一冊！ 

  

 

（A2667-47） 

「イラストで学ぶ 介護現場の虐待防止トレーニング

BOOK」  
  

日本高齢者虐待防止学会 監修 / 中央法規出版 

 

介護現場において、虐待を防ぐために押さえておくべき知識と実践の

ポイントをまとめた一冊。虐待の 5類型などの基礎知識を学べること

はもちろん、未然防止のために現場で行うべきことがわかる。高齢者

施設における職場内研修の教材として最適。 

 

(A2814-219) 

「辞書にないけどよく使

う 手話単語&フレー

ズ 392」 
 

●鈴木 隆子/著 

●池田書店 
 

 

「あれ、辞書に載ってない…」

そんな時のための一冊！著者

が 20 年かけて集めた、ニュー

ス・日常会話でよく使う“生き

た手話”を 392 フレーズ収録。 

 

 
(A15-352) 

「対話の実践力 ケアを 

極める聞き方・話し方」 
 

●小瀬古 伸幸/著 

●中央法規出版 
 

すべての対人援助職が安全かつ効

果的な対話を実践するための本質

的な考え方と具体的な方法を１冊

にまとめた必携の書。 

 

(A2660-600) 

「介護職六法 介護現場

のモヤモヤに弁護士が

答える」 
 

●外岡 潤 ほか/監修 

●中央法規出版 
  

現場で働く介護職が抱きがち

な利用者のケアや働き方、事

故やトラブル対応についての

疑問を法律の視点からわかり

やすく解説。 

 

(A2662-119) 

「包括的支援 

 地域共生社会をつくる」 
 

●菊池 馨実 ほか/編 

●有斐閣 

 
包括的支援は,幅広い領域にわた

り,福祉以外の金融や教育,住宅,医

療,災害対策,地域づくり等との連

携が欠かせない。その課題と展望

を明らかにする。 



 

 

（A30-93） 

 

「図解でわかる災害福祉」  
 

山本 克彦 編著 / 中央法規出版 

 

災害支援にかかわるすべての人が知っておきたい基本的事項を網羅し、

図解を用いてわかりやすく視覚的に解説。災害時の実践的な知識や具体

的な支援方法を示し、災害が起こっても自信をもって行動できるように

なるためのバイブル的な一冊。 

  

 

（A2863-44） 

「オーバードーズする子どもたち  

なぜ、「助けて」が言えないのか?」  
  

松本 俊彦 著 / 合同出版 

 

かつてない勢いで増え続ける 10 代の薬物依存。その多くは覚醒剤や

大麻ではなく、「市販薬」。子どもたちはつらい感情を和らげようと市

販薬をオーバードーズし、いつしかそれを手放せなくなっている。市

販薬の過剰摂取から子どもたちを救うために。 

 

(A75-253) 

「「利他」から考えるボラ

ンティア学入門」 
 

●西尾 雄志 ほか/編著 

●ミネルヴァ書房 
 

ボランティアに興味がない人も

対象に、「利他」について考え

従来のボランティア学の射程を

広げる。実践のためのノウハ

ウ、悩み解消法や自己評価法も

伝授、将来実現可能なライフ・

イノベーションを展望する。 

 
(A2841-270) 

「発達凸凹キッズの子育

てナビ 年齢別にわかる! 
 いまがんばりたいこと、が

んばらなくてもよいこと」 
 

●石川 道子 ほか/著 

●中央法規出版 

 

発達凸凹キッズの将来の姿から逆

算して、年齢別に「いまかんばり

たいこと」と「いまはがんばらな

くてもよいこと」を提案。 

 

 

(A264-393) 

 

「お年よりと絵本をひら

く」 
 

●中村 柾子/著 

●福音館書店 
 

高齢者デイサービスでの、２年

半にわたる読み聞かせ記録をま

とめたエッセイ。お年よりが子

ども時代を思い出し、心動かさ

れる姿が、生き生きとつづられ

ている。 

 
(A2813-114) 

「盲導犬シエルと歩いた

幸せの道 左手にハーネス 

右手に夢。2歳と 62歳、2人

暮らし始めました。」 
 

●西亀 真/著 

●ごま書房新社 
 

47 歳で失明してから 15 年。62

歳を迎えた私のもとに、2 歳の盲

導犬シエルがやってきた。視力を

失ってからの苦しみ、挑戦、そし

て幸せをつかむまでの軌跡！ 



◆研修：「阪神・淡路大震災から３０年 

～災害ボランティアの歩みと、災害に強い地域福祉のあり方を考える～」 

◆日時：令和 8 年 2 月 14 日(土) 14：00～16：00 

研修関連図書 

 

 

 

（A75-243）  （A75-230） 

「ボランティアコーディネーション力 

 第 3 版 市民の社会参加を支えるチカラ  

 ボランティアコーディネーション力検定公式テキスト」 

  

早瀬 昇 ほか 著 / 中央法規出版 / 2024 年 

 

今日の社会において、ボランティア活動はなくては

ならないものとなっている。多様な人々・組織を結

びつけて新たな力を生み出す力、「ボランティアコ

ーディネーション力」の基盤となる視点や考え方を

ていねいに解説。 

 「「参加の力」が創る共生社会  

市民の共感・主体性をどう醸成するか」 
 

早瀬 昇 著 / ミネルヴァ書房 / 2018 年 

 

「市民自治社会」の基盤となるボランティアの定

義、ボランティアと自治体・企業・NPO 等の各種

団体との連携体制をどう構築すべきか等の基礎的

知識をはじめ、市民が主体的に社会を変えていく

ために必要な視点や考え方を、昨今の事例を踏ま

え、わかりやすく解説。 

 

大阪市社会福祉研修･情報センター ２Ｆ 図書･資料閲覧室のご案内 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開室時間：月曜日～木曜日・土曜日 午前９時３０分～午後 5 時 

              金曜日 午前９時３０分～午後 7 時 

◆休 室 日：日曜日・祝日（土曜日は除く）・年末年始 

※初めて借りる方、カードを忘れた方は現住所が分かるものを 

ご提示ください。（運転免許証・健康保険証など） 

 

◆住 所：〒557-0024 大阪市西成区出城 2-5-20 

◆電 話：06-4392-8233 

◆ＵＲＬ：https ://www.wel-osaka.com 

（↑DVD リストのダウンロードや、図書の検索ができます） 


